
嘉手納検定（最 上 級）    年   名前 
<嘉手納町に関する問題（教育要覧：Ⅱ社会の変遷より出題> 

１、北谷間
ま

切
じり

時代の嘉手納 

 （ １６０９ 年）島津の支配下に置かれ、間切とは現在の市町村にあたり、当時は（① 屋良  ② 野國   ③ 嘉手納  ）の３つの村があり、北谷間

切（北谷村）に属していた。 

２、北谷村時代の嘉手納 

 （ １８６８ 年）明治維新により、琉球は（ 島津支配  ）から（  明治政府    ）の支配におかれた。（ １８７２ 年）琉球王国を廃止し（沖縄県）

を置いた。間切は（ 町村 ）に、村は（ 字 ）に改称された。当時北谷村の字として存在したのが 屋良、嘉手納、野國、野里の４字であった。その後は 

（ 屋取・集落  ）が形成され、大正年間、昭和年間には現町域の（ １３ カ字）が誕生した。 

 （ 学 校 ）や（ 工 場 ）、（ 鉄 道 ）も敷設され、中頭郡の（ 教育  ・ 文化  ・ 経済  ）の中心地として栄えていた。 

３、嘉手納村の誕生から町へと発展 

 今次大戦で米軍最初の（ 上陸地点 ）となり焦土と化した。終戦後、米軍は旧嘉手納飛行場をそのまま使用し、拡張が進められた。北谷村は南北に分断される

状況となる。役場等への用事も不便をきたし、分村の陳情により議会で承認され（ １９４８年「昭和２３年」１２ 月 ４ 日 ）分離独立し、 

（ 嘉手納村 ）が誕生した。その時の人口が（ ３、８００ 名   ）だった。 

 以来、町の大先輩方が、社会の変化に対応したあたらしい街づくりを目指し、なお一層の向上・発展を図るため、（ １９７６年「昭和５１年」１ 月 １ 日 ） 

を期して（ 町 制  ）へ移行し、当時県内（  ７ 番目）の町制がスタートした。 

<嘉手納町の先人関する「嘉手納の先人たち」から出題> 

４、写真の像はわが町の偉大なる先人、野国總管様である。（ １８０５  年）中國福建省から（  甘藷の  苗 ）を持ち

帰った人。琉球の命の恩人、産業の（ ３ 大恩人）とも称された。  

 次にかっこを埋めて完成せよ   

①屋良が生んだ一大英雄 （ 阿 麻 和 利   ） 

②きわめた空手の奥義 チャンミーグヮァーこと （ 喜 屋 武 朝 徳   ） 

③琉球音楽の大いなる道しるべ（ ①  幸地亀千代 氏 ）（ ② 奥間盛正 氏  ）   

                  ④３代目屋良城主（ 大 川 按 司 ） 

 

<嘉手納町の学校教育に関する問題「教育要覧：沿革」から出題> 

５、幼稚園教育並びに義務教育に関して 

 本町には（ ２幼稚園・二小学校 ・１中学校 ）の園・学校があり、幼稚園は（① 屋良幼稚園  ）（② 嘉手納幼稚園 ）があり、両園とも沖縄県の公立で

は初めての（ ３ 年保育）を導入し、（ ３歳 ・ ４歳 ・ ５歳児）の園児たちが学び、（ 給 食  ）も準備し、可能な限り保護者の働く時間を確保して

いる。 

 小学校は（  ①屋良小学校  ）（ ②嘉手納小学校   ）が設置され、中学校は（ 嘉手納中学校   ）１校のみである。 

 本町は、（  平成１５年   ）から（ ２学期制    ）を導入、基礎学力の向上と生徒指導の充実を目指し、特色ある教育の実践を推進している。 

<嘉手納町の行政予算につての問題「嘉手納広報５５８号・５７０号より出題」    > 

６、わが町の一般会計当初予算について 

 本年度の一般会計当初予算は、約（ ９０億円 「９０億２，１４５万５千円 ）である。 

<行政の歴代首長についての問題「町制施行４０周年記念写真集より出題」> 

７、歴代村長・町長名でかっこを埋めよ 

  現在の町長は、當山 宏氏で、第（ １１・１２  ）代目に当たります。 

初代村長は（  奥 間 俊 雄 氏 ）である。これまでに一番長く、第６・７・８・９・１０代町長として在位したのは、 

（ 宮 城 篤 実 氏 ）で、嘉手納新町開発を推進し、町を変貌させた。その跡を継いだのが現在の町長である。 

８、町議会について 

  現在の議長は、徳里 直樹氏で、第（ １５ ・ １６ ）代議長となる。 

 

  <町のイベントに関する問題> 

９、町内で秋に行われる最も大きな２日間の祭りは（  野 國 総 菅 まつり  ）である。 

 ６月に行われる著名なミュージシャンを迎えてのコンサートは（ うたの日コンサート ）で（ ビギン ）というユニットが有名で、他にも多くの人気のある

アーティストが出演し、観客は県内外、各地より足を運び大盛況ぶりである。 

 町内ではそれ以外に、社交業組合主催の沖縄独特の名酒が味わえる（ 泡盛祭り  ）や、真夏に欠かせないのどを潤す（ ビールまつり ）などもある。 

 また、嘉手納町の「・・・月見どころにちなんだ歌」のコンテスト（ 月眺め大会  ）なども催され「音楽の町かでな」を発信している。 

 さらに、全国的な有名な歌手「郷ひろみ」様が音楽にちなんだ行事にお使いくださいと高額な寄付が届けられ、それを原資として開催される（ かでな ＧＯ！

ＧＯ！フェスティバル  ）など、音楽の町としての力強く歩みだしている。 

 

１０、わが町には自慢のハンバーガーがある。 

（１）、１９７５年の創業から４０年以上愛され続け、シンプルで飽きのこない味をモットーに、パティ（ハンバーグ）、輪切りのたまねぎ、トマト、チーズ、

特性のオーロラソースを、しっとりバンズではさんだハンバーグのなまえは      （ ジャンボチーズバーガー    ） 

   

（２）牛肉１００％のパティに、柔らかく煮込んだ黒毛和牛の牛スジ肉をグザイにした農耕ミートソースがたっぷりとかかった、第６回全国ご当地バーガー 

グランプリでベストクォリティ賞を受賞したハンバーガーの名前は          （黒毛和牛の牛スジミートソースチーズバーガー ） 

 

（３）嘉手納町有料特産品に推奨されており、本場アメリカのハンバーガーの味を知ってほしいとフロリダ帰りのオーナーガ作る、サイズの大きく魚を使った有

名なハンバーガーの名前は                              （ フィッシュバーガー  ） 


